
空調ニュースレター
Vol. 05, May 2017

業界ニュース

空調・冷凍業界に於ける次世代低GWP・ノンフロン冷媒動向

2017年4月19日（水）東京、21日（金）大阪にて、招待者様を対象に「ノン
フロン次世代冷媒R-514A採用 新型ターボ冷凍機製品発表会」を開催しました。
その基調講演として、環境エネルギーネットワーク21 理事長 岸本 哲郎 氏に
「空調・冷凍業界に於ける次世代低GWP・ノンフロン冷媒動向」をご講演い
ただきました。
冷媒の誕生から次世代冷媒の動向まで、興味深い内容であり、特に冷媒に関わ
る環境対策をご検討されている方にとって、非常に役立つ情報と思われます。
そこで、この講演内容を、今月から3回に分けて解説いたします。

（1）冷凍・空調と冷媒の歴史（スライドNo.3～5）

 1824年 カルノー冷凍理論（仏）
最初の冷凍サイクルの理論は、フランスの軍人であった
サディ・カルノーによって1824年に提唱された、理想的
な熱サイクル「カルノーサイクル」でした。
 1930年 フロンガス開発（米）
当時、フロンは「奇跡の発明」ともいわれました。
（補足：1938年、トレインは世界発の密閉ターボ冷凍機
「Turbovac™」開発。ギア増速なし密閉ターボ冷凍機の
１号機です。その後、冷凍・空調の総合メーカーとして
事業を拡大しました。）
 1941年頃 日本でのフロンの本格製造が開始
1985年のオゾン層保護に関するウィーン条約、1987年
のモントリオール議定書、1997年のCOP3 京都議定書、
2015年施行のフロン排出抑制法、2016年のCOP28モン
トリオール議定書キガリ合意など、近年、主要な条約や
議定書が採択、合意されています。

＜講演者：特定非営利活動法人環境エネルギーネットワーク21 理事長 岸本哲郎氏 プロフィール＞
1970年に東京三洋電機（1986年に三洋電機と合併）に入社。三洋電機環境システム事業部技術部長、環境システム事業部資材部長、
環境システム事業部長を経て、2000年に三洋電機空調常務取締役に就任。2002年に日本冷凍空調工業会専務理事に就任。退任後、
2014年8月、特定非営利活動法人 環境エネルギーネットワーク21を立上げ、環境・エネルギー問題を中心に情報の収集、発信を行
う。また、早稲田大学客員上級研究員として省エネルギーシステム制御や次世代ヒートポンプ技術の研究に従事。

 これまでのフロン対策の経緯
これまでのフロン対策は、大きく分けて「オゾン層保
護」と「地球温暖化防止」の二つに分けられます。
2020年に向けて、さらなる温室効果ガス排出量の増加が
見込まれていることからも、新たな対策が必要とされて
います。

（2）フロン対策の経緯（スライドNo.6～12）

講演資料ダウンロードはこちら
ぜひ解説と併せてご覧ください。

「空調・冷凍業界に於ける次世代低GWP・ノンフロン冷媒動向」の概要解説
【第1回】（1）冷凍空調と冷媒の歴史 （2）フロン対策の経緯
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「空調・冷凍業界に於ける次世代低GWP・ノンフロン冷媒動向」の概要解説 講演資料ダウンロードはこちら

 HFC排出量の推移
下記は用途別のHFC排出量のグラフです。キガリ合意で
温室効果ガスとして段階的削減が決まった「HFC冷媒」
の排出量は、年々増えています。ほとんどが冷媒用途で
すが、製造時の漏えいは、現在では非常に少なくなって
います。

出典：日本国温室効果ガスインベントリ報告書 2014年4月

 フロン類使用製品が最終的に目指すべきGWP値につ
いて

産業構造審議会 製造産業分科会化学物質政策小委員会 フ
ロン類対策WGが、2014年6月にまとめたものによると、
現在使用されているHFC冷媒は、GWP値の低いHFO冷媒、
HFO系混合剤や自然冷媒などに転換されていくといいま
す。
GWP値は、将来的に100未満に抑える必要がありますが、
他方「GWP100未満」の範囲でも省エネ性向上、安全性
向上につながる開発に余地を残す（*）こと、噴射剤とし
てフロン類を使用するダストブロワーは、フロン類をそ
のまま大気中に放出するため「GWP＝10以下」を基準
とすることを妥当としています。
(*) <岸本氏解説>
あくまでGWPを限りなく低くすることが目指されていま
すが、GWPが非常に低い値でなくても100未満であれば、
省エネ性や安全性などの物性が既存の冷媒よりさらに向
上する可能性がある冷媒は、開発が進められるべきであ
ると考えられています。

 フロン類使用見通しについて
経済産業省は、今後のフロン類使用見通し（スライドに
示されている条件のもとに算出）について、2020年度は、
BAU（*）出荷相当量より40％減、2025年には同50％
減と暫定で推計しています。
*BAU: Business As Usual 。現状対策維持した場合の推
計値。

2015年の国連気候変動枠組条約締結国会議 COP21パリ
協定の合意では、最終的に温暖化ガス排出量を実質的に
ゼロ にすることを目標とされ、2016年のCOP28におけ
るキガリ合意ではHFC生産・消費量の削減が予定されて
います。

 モントリオール議定書と京都議定書における対象物質
ガスの比較

モントリオール議定書は、オゾン層破壊物質の生産量・
消費量を規制する議定書であり、京都議定書は、温室効
果ガスの排出量の削減を目的とした議定書であるという
違いがあります。

議定書の対象物質ガスの比較

講演資料の取り扱いに関するご注意

※ 本内容はあくまで講演資料の一部を解説したもの
です。詳細は岸本氏の講演資料PDFをダウンロー
ドしてご確認ください。

※ 無断転載・複写を禁止します。

Copyright© 2017 ENET21 All Rights Reserved.
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インガソール・ランド (Ingersoll Rand, ニューヨーク証券取引所上場, NYSE:IR) は、快適・持続可能・効率的な環境
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宅・建物内の空気品質と快適性の向上をはじめ、生鮮食品の品質保持と輸送、工業生産力・産業効率の改善などに対し、
全社を挙げて取り組んでまいります。グローバル企業として、更なる発展と持続的成果をお約束いたします。

カタログに掲載した内容は、改良のため予告なく変更する場合があります。無断転載・複写を禁止します。

本 社
〒141-0021 東京都品川区上大崎4-5-37 本多電機ビル5F
(営 業 部) Tel. 03-5435-6442 Fax. 03-5435-6440
(サービス部) Tel. 03-5435-6443 Fax. 03-5435-6440

使用用途

同プロジェクトでは、ターボ冷凍機とともに、トレイン
の「Optimumスクリューチラー（インバータ機）」2台
も合わせて導入されました。同センターの設備会社によ
れば、ノンフロンターボ冷凍機とスクリューチラーはそ
れぞれ次のような用途で使用されるといいます。

 ノンフロンターボ冷凍機

会議場（ホール）の空調用途、気温の高い時期及び夏季
のピーク時の高効率空調用途で使用。

 Optimumスクリューチラー

気温が高くない時期の部分負荷で使用。

「年間約275トンのCO2排出量削減」と試算

今回更新されたターボ冷凍機に使用しているノンフロン
冷媒R-1233zdは、HFO冷媒としては数少ない不燃性冷
媒で、地球温暖化係数はニアゼロ（GWP：1）と考えら
れている点が高く評価されています。

また、低圧冷媒を使用していることは、トレインのター
ボ冷凍機が1938年に世界で初めて開発されたときからの
一貫した設計思想の一つであり、この伝統を継承した低
圧、漏えい防止設計である点も高く評価されています。

Lim氏によれば「今回の高効率熱源への更新で、年間約
50,000豪ドルの電力料金が削減され、約275トンのCO2
排出量を削減すると試算している」といいます。

地球温暖化防止に向け、着実に実績を積みつつあるトレ
インのノンフロンターボ冷凍機。今回は海外の実績をご
紹介させていただきましたが、今後、国内の案件につい
てもご紹介させていただきます。

トレイン・ジャパン 最新情報
メルボルンの国際会議場にトレインのノンフロンターボ冷凍機
が採用

先日、トレインのノンフロンターボ冷凍機が、オーストラリア・メルボルン
の国際会議場に採用されました。その背景や用途、CO2排出量の削減予測な
どをご紹介します。

背景と課題

「メルボルン・コンベンション・アンド・エキシビショ
ン・センター（MCEC）」は、南半球最大の30,000平方
メートルの大きさを誇り、重要な国際会議・展示場として
使用されている施設です。観光名所であると同時に、世界
でも珍しい環境にやさしい建物で、グリーンビルディング
（環境配慮型建物）の基準では、グリーンスターの格付け
で最上級の「6スター」を獲得しています。

昨年末、同センターで実施されている「熱源改修プロジェ
クト」に、オーストラリアとニュージーランドにおけるト
レインの営業・サービス代理店であるVeolia社が参加しま
した。

既存の他社製 4,000 kW（1,136 USRT）のターボ冷凍機
は、冷媒R-22を使用しており、機器の更新の時期を迎えよ
うとしていました。そこで新たなターボ冷凍機として選ば
れたのが、ノンフロン冷媒R-1233zdを採用した、トレイン
のノンフロンターボ冷凍機です。

トレインのノンフロンターボ冷凍機が選ばれた理由

Veolia社営業技術のDavid Lim氏は、トレインのノンフロ
ンターボ冷凍機が「HFC冷媒削減に向け、すでに欧州、日
本でも成功を収めている」ことや、「採用しているノンフ
ロン冷媒R-1233zdのGWP（地球温暖化係数）が1と、非常
に環境に配慮された製品である」ことを採用された理由と
して挙げています。

このノンフロンターボ冷凍機は、オーストラリアで初めて
使用されるHFO冷媒を採用した大型冷凍機となりました。
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